


　
条
例
改
正

▽
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
県
に
お
い
て
、
医
療
福
祉
対
策
要
綱

及
び
医
療
福
祉
対
策
実
施
要
領
並
び
に

医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条
例
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
条
例
の
一

部
を
改
正
し
、
平
成
　
年
　
月
１
日
か

２２

１０

ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
改
正
点
は
、
県
の
医
療
福
祉
費

の
支
給
対
象
年
齢
が
、
未
就
学
児
か
ら

小
学
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

▽
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
再
編
校
の
校
名
が
提
議
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
平

成
　
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
も
の

２３
で
す
。

　
平
成
　
年
度
補
正
予
算

２２

　
表
１
の
と
お
り
１
件
の
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。（
次
頁
参
照
）

　
発
　
議

▽
生
産
性
の
高
い
競
争
力
に
富
ん
だ

農
家
の
育
成
を
求
め
る
意
見
書
に
つ

い
て

　
本
町
農
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
上

で
、
土
地
改
良
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
、
担
い
手
農
家
育
成

や
集
落
営
農
支
援
の
位
置
付
け
が
不
透

明
に
な
る
こ
と
か
ら
、
施
策
の
充
実
を

行
う
よ
う
意
見
書
を
各
関
係
大
臣
に
送

付
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

※
発
議
と
は

　
議
員
が
議
案
を
議
会
に
提
出
し
、
審

議
を
求
め
る
こ
と
。

第２回　定例会報告

しろさと議会だより　No.23　　２

　
定
例
会
は
、
６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
議

２２

２５

案
３
件
、
発
議
1
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
報
告
９
件
が
あ
り
ま
し
た
。

改　正　後改　正　前

石　塚　小石　塚　小

常　北　小

（旧青山小学校校舎）

小　松　小

青　山　小

古　内　小

桂　　　小

（旧岩船小学校校舎）

圷　　　小

岩　船　小

北　方　小

沢　山　小沢　山　小

七　会　小

（旧七会東小学校校舎）

七　会　東　小

七　会　西　小



　　

　
　
臨
時
会
は
、
５
月
　
日
に
開
催

２６

さ
れ
、
次
の
案
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
契
約
の
締
結

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
石
塚
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
に

伴
い
、
次
の
業
者
と
の
契
約
を
可
決
い

た
し
ま
し
た
。

契
約
の
相
手
方

　
株
木
・
東
海
組
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

契
約
金
額

　
１
２
４
，
４
２
５
，
０
０
０
円

表１　平成2２年度補正予算関係

３　　しろさと議会だより　No.23

補正予算

今回補正の主なもの補正後の額補　正　額会　計　別

県支出金・繰越金及び諸収入の追
加

97億7,443万円3,143万円一 般 会 計

小
圷
　
　
孝

根
本
　
正
典

鯉
渕
　
秀
雄

小
松
﨑
三
夫

三
村
由
利
子

杉
山
　
　
清

南
條
　
　
治

小
林
　
祥
宏

桐
原
　
健
一

阿
久
津
則
男

加
藤
　
文
夫

関
　
誠
一
郎

河
原
井
大
介

三
村
　
孝
信

余
水
　
紀
夫

薗
部
　
　
一

議　員　名

議　案　名

○○○
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
な
い

○○○○○○○○○○○○医療福祉費支給に関する条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○町立学校設置条例の一部を改正する条例

○○○○○○○○○○○○○○○平成22年度一般会計補正予算

○○○○○○○○○○○×○○○
生産性の高い競争力に富んだ農家の育成を求める意
見書

○○○○○○○○○○○○○○○工事請負契約の締結

審議した議案と各議員の賛否（第２回定例会・第３回臨時会）　　　　　　○は賛成、×は反対、－は欠席

（着工前の石塚小学校）



今回今回５人が質問し、人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回５人が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

阿久津　則　男  議員 ５Ｐ

加　藤　文　夫  議員 ６Ｐ

河原井　大　介  議員 ７Ｐ

南　條　　　治  議員 ８Ｐ

三　村　孝　信  議員 ９Ｐ

しろさと議会だより　No.23　　４

一般質問Ｑ＆Ａ



Ｑ
坩
常
北
高
校
が
水
戸
桜
ノ

牧
高
校
の
分
校
に
な
っ
た
経

緯
と
内
容
は
。

A
坩
県
立
高
の
第
２
次
再
編

整
備
に
お
い
て
今
後
生
徒
数

の
増
加
が
見
込
め
な
い
県
内

２
校
１
分
校
の
学
校
が
対
象

に
な
っ
た
。
内
容
は
平
成
　２５

年
４
月
か
ら
１
学
級
　
人
と

４０

な
り
分
校
に
は
校
長
を
置
か

な
い
の
で
卒
業
証
書
は
水
戸

桜
ノ
牧
高
校
卒
業
と
な
る
。

Ｑ
坩
水
戸
桜
ノ
牧
常
北
高
校

が
長
く
継
続
で
き
る
よ
う
町

と
し
て
の
対
策
は
。

A
坩
町
内
、
中
学
生
の
学
力

向
上
等
に
全
力
を
尽
く
し
た

い
。
又
、
各
中
学
校
に
常
北

高
校
か
ら
教
員
が
来
て
説
明

会
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
坩
小
学
校
閉
校
記
念
事
業

は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
考
え

な
の
か
。

A
坩
１
校
当
た
り
２
０
０
万

円
計
上
し
記
念
誌
、
記
念
碑
、

祭
典
等
の
使
い
方
は
各
地
区

の
閉
校
準
備
委
員
会
に
任
せ

て
い
る
。

Ｑ
坩
ひ
な
形
を
作
ら
ず
各
学

校
に
任
せ
、
寄
付
金
等
で
事

業
に
格
差
が
で
な
い
か
。

A
坩
各
学
校
に
で
き
る
だ
け

お
金
を
か
け
な
い
で
記
念
事

業
を
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

Ｑ
坩
町
内
の
橋
梁
で
町
が
管

理
す
る
橋
は
幾
つ
あ
り
、
点

検
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
又
危
険
と
思
わ
れ
る
橋
は

あ
る
の
か
。

A
坩
町
が
管
理
す
る
橋
は
２

６
０
橋
。
そ
の
内
　
ｍ
以
上

１５

の
　
橋
は
平
成
　
年
度
か
ら

４０

２０

点
検
に
着
手
し
、
点
検
結
果

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度

２４

に
公
表
で
き
る
見
込
み
。　１５

ｍ
未
満
の
橋
は
平
成
　
年
度

２５

以
降
点
検
を
実
施
す
る
。
点

検
の
内
容
は
近
接
目
視
と
ハ

ン
マ
ー
及
び
ク
ラ
ッ
シ
ン
グ

ゲ
ー
ジ
等
の
点
検
器
具
を
用

い
た
ひ
び
割
れ
、
腐
食
等
の

点
検
を
行
う
。
尚
、
現
在
の

所
、
危
険
度
の
判
定
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
坩　

ｍ
以
内
の
橋
で
も
区

１５

長
要
望
が
あ
れ
ば
点
検
は
や

る
の
か
。
又
資
金
面
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
坩
区
長
要
望
が
あ
れ
ば
点

検
す
る
。
資
金
面
は
、
国
土

交
通
省
よ
り
時
限
措
置
と
し

て
費
用
の
１
／
２
を
国
が
負

担
す
る
補
助
金
を
活
用
す
る
。

Ｑ
坩
町
営
住
宅
の
現
状
と
今

後
の
方
針
は
。

A
坩
現
在
４
１
８
戸
の
内
３

４
２
戸
に
入
居
。
中
長
期
的

に
は
、
２
８
０
戸
程
度
が
望

ま
し
い
。

Ｑ
坩
町
営
住
宅
の
空
状
況
、

申
し
込
み
状
況
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
。

A
坩
利
用
者
に
見
や
す
く
工

夫
し
、
掲
載
を
実
施
し
た
い
。

Ｑ
坩
塩
子
塙
団
地
の
土
地
は

会
計
検
査
の
結
果
ど
う
な
る

の
か
。

A
坩
2
埀
3
6
6
㎡
の
遊
休

地
は
補
助
制
度
の
事
業
を
す

る
こ
と
で
国
県
と
協
議
し
て

い
る
。
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（塩子塙団地　七会地区）

阿久津　則男　議員



Ｑ
坩　
町
道
、
農
道
関
係
で
、

相
当
破
損
し
て
い
る
道
路
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
パ
ッ

チ
ン
グ
補
修
は
、
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

A
坩
町
道
の
パ
ッ
チ
ン
グ
補

修
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
小

規
模
施
工
で
あ
り
、
か
つ
早

期
の
実
施
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
職
員
が
直
営
に
て

施
工
し
て
い
る
。
国
道
や
農

道
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
場

合
に
は
、
県
に
速
や
か
な
対

処
を
働
き
か
け
る
な
ど
、
町

民
が
安
全
に
道
路
を
利
用
で

き
る
よ
う
な
維
持
管
理
に
努

め
て
い
る
。

 Ｑ
坩
町
内
を
車
で
走
行
し
て

い
る
と
片
側
車
線
幅
３
メ
ー

ト
ル
以
上
の
道
路
で
、
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
が
消
え
て
し

ま
っ
て
い
る
箇
所
が
数
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
対
処
方
法

は
あ
る
の
か
。

A
坩
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
補

修
費
に
つ
い
て
明
確
な
基
準

等
が
な
い
こ
と
か
ら
、
職
員

が
発
見
し
た
も
の
や
、
利
用

者
か
ら
苦
情
の
あ
っ
た
も
の

を
対
象
に
緊
急
性
や
予
算
を

勘
案
し
な
が
ら
維
持
補
修
に

努
め
て
い
る
。

Ｑ
坩
道
路
補
修
や
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
に
関
し
て
区
長
か
ら

の
要
望
件
数
は
。

A
坩
昨
年
度
、
区
長
か
ら
の

道
路
に
関
す
る
要
望
件
数
は
、

年
間
２
７
０
件
、
破
損
道
路

の
パ
ッ
チ
ン
グ
補
修
実
施
件

数
は
約
１
３
０
件
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
補
修
件

数
は
ゼ
ロ
、
区
長
要
望
も
ゼ

ロ
で
あ
る
。
県
へ
の
道
路
関

係
補
修
要
望
件
数
は
　
件
あ

１６

り
、
町
か
ら
県
に
対
し
て
補

修
要
望
を
し
て
い
る
。

しろさと議会だより　No.23　　６

加藤　文夫　議員

町道の補修につい町道の補修についてて



Ｑ
坩
当
町
の
財
政
力
指
数
は

茨
城
県
内
　
市
町
村
の
中
で

４４

　
番
目
で
あ
る
。
ま
た
、
地

４３方
債
残
高
（
借
金
）
は
平
成

　
年
度
１
２
７
億
４
，
４
６

19３
万
円
で
住
民
一
人
あ
た
り

換
算
で
約
　
万
円
で
あ
り
、

５５

県
内
市
町
村
で
２
番
目
に
多

い
額
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
地
方
交
付
税
は
　
億
６
，

３８

３
０
５
万
円
（
平
成
　
年
）。

２１

人
口
２
万
２
，
２
１
０
人

（
平
成
　
年
９
月
）、
交
付
金

２１

が
住
民
一
人
あ
た
り
で
約
　１７

万
４
，
０
０
０
円
で
県
内
市

町
村
で
最
も
交
付
金
を
多
く

も
ら
っ
て
い
る
。
当
町
の
財

政
の
特
徴
は
、
自
主
財
源
が

極
め
て
乏
し
く
、
国
に
依
存

し
き
っ
て
い
る
。
現
在
の
状

況
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の

財
政
運
営
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
。

A
坩
歳
入
の
根
幹
を
な
す
徴

税
収
入
は
依
然
と
し
て
低
い

水
準
に
あ
り
、
本
年
度
も
さ

ら
に
減
少
す
る
見
通
し
で
あ

る
。
最
大
限
、
町
民
満
足
度

を
目
指
し
、
限
ら
れ
た
財
源

で
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
努
め
、
費
用
対
効
果
を

追
求
す
る
こ
と
が
使
命
で
あ

る
。
行
政
評
価
制
度
の
導
入

に
よ
り
健
全
な
行
財
政
を
確

立
し
て
い
く
。

Ｑ
坩
城
里
町
の
地
域
活
性
化

プ
ラ
ン
と
し
て
打
ち
出
し
た

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
現
在
の
進

捗
状
況
は
。

A
坩
私
の
選
挙
公
約
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
は
指
針
と
し
て
７

項
目
を
ま
と
め
て
、
本
町
の

活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。
着
実
に
実
現
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
ま
い
る
が
、

特
に
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。
現
在
、
先
進
的

環
境
産
業
で
あ
る
、
電
気
自

動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
核
と
し
て
、

複
合
的
施
設
の
誘
致
に
向
け

て
関
係
機
関
と
の
交
渉
を
進

め
て
い
る
。

７　　しろさと議会だより　No.23

河原井　大介　議員

財
政
状
況
に
つ
い

財
政
状
況
に
つ
い
てて

（公表している財政状況一覧表）

町
長
選
挙
時
の
公
約
（
マ

町
長
選
挙
時
の
公
約
（
マ
ニニ

フ
ェ
ス
ト
）に
つ
い

フ
ェ
ス
ト
）に
つ
い
てて
　　
　



Ｑ
坩
本
町
の
学
校
給
食
制
度

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

A
坩
完
全
給
食
。
昭
和
　
年
２９

に
学
校
給
食
法
が
施
行
さ
れ
、

そ
れ
に
前
後
し
て
給
食
開
始
。

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

Ｑ
坩
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

も
支
給
さ
れ
る
額
が
当
初
の

半
額
で
あ
り
、
期
待
も
ま
さ

に
『
半
減
』。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
考
え

た
場
合
、
町
と
し
て
も
も
っ

と
前
向
き
に
進
め
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
又
、
給

食
費
未
納
の
状
況
は
。

A
坩　

年
度
で
１
１
０
名
。

２１

総
額
４
３
７
万
５
，
９
１
０

円
が
滞
納
。

Ｑ
坩
給
食
費
の
大
幅
支
援
は

考
え
て
い
な
い
の
か
。
町
で

全
額
負
担
の
場
合
は
。

A
坩
こ
れ
ま
で
通
り
一
定
の

受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
た

い
。
本
年
度
の
試
算
で
９
，

８
４
６
万
円
に
な
る
。

Ｑ
坩
町
道
を
含
め
た
な
か
で

の
小
枝
払
い
の
要
望
は
何
件

位
あ
る
の
か
。
区
長
か
ら
の

要
望
も
合
わ
せ
て
伺
う
。

A
坩　

年
度
の
通
報
等
は
　

２０

１６

件
。

 Ｑ
坩
対
処
方
法
と
そ
の
予
算
。

町
と
し
て
現
況
調
査
な
ど
し

て
い
る
の
か
。
し
て
い
れ
ば

そ
の
内
容
と
地
権
者
に
対
し

て
の
お
願
い
は
。

A
坩
町
広
報
紙
へ
の
小
枝
払

い
に
関
す
る
町
民
へ
の
啓
発
、

樹
木
の
所
有
者
へ
の
小
枝
払

い
実
施
の
お
願
い
。
た
だ
し
、

台
風
や
降
雪
に
よ
り
倒
木
等

が
発
生
し
た
場
合
や
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
、
所
有
者
に

よ
る
枝
払
い
が
困
難
で
あ
る

場
合
な
ど
、
道
路
の
安
全
確

保
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
と
き
は
、
職
員
直

営
、
ま
た
は
、
道
路
維
持
費

に
よ
り
業
者
委
託
し
て
実
施
。

改
め
て
現
況
調
査
は
し
て
い

な
い
。
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学校給食につい学校給食についてて

環
境
整
備
に
つ
い

環
境
整
備
に
つ
い
てて

子育て支援策とし子育て支援策としてて

南條　　治　議員



Ｑ
坩
ふ
れ
あ
い
の
里
に
つ
い

て
は
、
広
場
や
温
泉
施
設
と

関
連
づ
け
、
通
年
利
用
を
考

え
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
戸
閉
め
と
な
っ
て

い
る
物
産
セ
ン
タ
ー
も
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

A
坩
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
と

い
っ
た
計
画
は
な
い
が
、
何

か
に
利
用
で
き
れ
ば
い
い
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ
坩
う
ぐ
い
す
の
里
の
展
望

風
呂
に
つ
い
て
は
、
再
開
す

る
の
か
。

A
坩
全
面
的
な
修
理
が
必
要

で
、
再
開
は
し
な
い
。

Ｑ
坩
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

A
坩
平
成
　
年
が
最
大
で
　

１５

３３

万
人
、
平
成
　
年
が
　
万
、

２０

２４

平
成
　
年
が
　
万
と
な
っ
て

２１

２３

い
る
。
町
民
の
利
用
は
一
割

に
満
た
な
い
状
況
か
と
思
う
。

Ｑ
坩
町
外
利
用
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
れ
ば
、
町
外
へ
の
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ
に
と
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

A
坩
町
外
の
方
に
目
を
向
け

て
、
今
後
運
営
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
坩
参
加
状
況
に
つ
い
て
伺

Ｑ
坩
研
修
室
、
和
室
等
は
活

発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
利
用
率

が
悪
い
。
町
外
の
社
会
人
や

学
生
の
音
楽
、
演
劇
サ
ー
ク

ル
等
へ
、
使
用
料
等
を
減
免

し
利
用
を
促
し
て
は
い
か
が

か
。

A
坩
こ
の
よ
う
な
団

体
へ
貸
し
て
あ
げ
る

の
は
大
事
な
こ
と
だ
。

規
約
等
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。
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ホ
ロ
ル
の
湯
に
つ
い

ホ
ロ
ル
の
湯
に
つ
い
てて

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い

キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
てて

（コミュニティセンター城里）

い
た
い
。

A
坩
昨
年
は
、
町
内
　
区
中

５４

　
区
が
参
加
し
た
。

３７Ｑ
坩　

区
が
不
参
加
と
い
う

１７

こ
と
を
、
重
く
受
け
と
め
て

ほ
し
い
。

　
来
年
以
降
の
開
催
の
有
無

を
含
め
て
、
検
討
の
時
期
で

は
な
い
か
。

A
坩
今
年
は
区
長
会
議
の
中

で
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
声
を
聞
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　

城
里
に
つ
い

　
　
　
　
城
里
に
つ
い
てて

町
民
運
動
会
に
つ
い

町
民
運
動
会
に
つ
い
てて

Ｑ
坩
統
合
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

A
坩
現
在
の
児
童
・
生
徒
数

を
一
ヶ
所
で
は
カ
バ
ー
で
き

な
い
。
そ
こ
で
常
北
と
七
会

を
統
合
し
、
二
ヶ
所
と
し
た
。

将
来
は
、
生
徒
数
の
減
少
も

あ
る
の
で
、
常
北
に
統
合
し

た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
てて



議
会
の
動
向
（
４
月
～
６
月
）

議会の動向・編集後記等
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６
月

　
３
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
　
日
　
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

１０
　
　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

１５
　
　
日
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

１７
　
　
日
　
議
会
全
員
協
議
会

１８
　
　
日
　
第
2
回
議
会
定
例
会
（
～
　
日
）

２２

２５

　
　
日
　
音
楽
の
集
い

２５
　
　
日
　
農
業
委
員
会
定
期
総
会

２８
　
　
日
　
笠
間
地
区
防
犯
協
会
評
議
員
会

２９
　
４
月

　
７
日
　
町
内
各
中
学
校
入
学
式

　
８
日
　
町
内
各
小
学
校
入
学
式

　
８
日
　
議
会
広
報
委
員
会

　
９
日
　
常
北
幼
稚
園
入
園
式

　
　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

１３
　
　
日
　
議
会
全
員
協
議
会

１６
　
　
日
　
第
1
回
議
会
定
例
会
（
～
　
日
）

２０

２８

　
　
日
　
教
育
研
究
会
総
会

２１
　
　
日
　
総
務
民
生
常
任
委
員
会

２１
　
　
日
　
教
育
産
業
常
任
委
員
会

２２
　
　
日
　
農
業
委
員
会
定
期
総
会

２３
　
５
月

　
７
日
　
東
茨
城
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
日
　
市
町
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長
会
議

１１
　
　
日
　
青
少
年
育
成
城
里
町
民
会
議
総
会

１４
　
　
日
　
城
北
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

１７
　
　
日
　
区
長
会
総
会

２１
　
　
日
　
農
業
委
員
会
定
期
総
会

２５
　
　
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

２６
　
　
日
　
第
3
回
議
会
臨
時
会

２６

　
　
編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
編
集
後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

　
七
月
に
入
り
、
農
家
の
方
は
、

田
植
え
も
終
わ
り
田
ん
ぼ
は
見
渡

す
限
り
、
青
田
風
が
吹
い
て
い
ま

す
。
　
議
員
選
挙
か
ら
４
ヶ
月
、
第
2

回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
よ

り
良
い
城
里
町
、
発
展
の
為
に
町

民
の
生
活
を
第
１
に
考
え
、
町
民

の
視
点
に
立
ち
将
来
に
わ
た
っ
て

子
々
孫
々
ま
で
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で

あ
り
、「
最
善
の
道
」
は
何
な
の
か

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
全
力
を
傾
け
て
参
る
所
存
で

す
。
　
新
し
い
「
広
報
委
員
」
は
皆
様

に
わ
か
り
や
す
く
、「
議
会
だ
よ

り
」
を
お
知
ら
せ
す
る
為
に
皆
様

か
ら
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
余
水
　
紀
夫
　
記

議
会
広
報
委
員
会

　
委
　員
　長
　
小
　
林
　
祥
　
宏

　
副
委
員
長
　
河
原
井
　
大
　
介

　
委
　
　
員
　
杉
　
山
　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
南
　
條
　
　
　
治

　
　
　
　
　
　
加
　
藤
　
文
　
夫

　
　
　
　
　
　
余
　
水
　
紀
　
夫

　
　
　
　
　
　
薗
　
部
　
　
　
一

　
７
月
３
日
　
第
３
回
　
城
里
町
那
珂

川
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
桂
物
産
セ

ン
タ
ー
横
の
河
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
阿
久
津
町
長
よ
り
茂

木
町
の
金
久
保
　
仁
様
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
子
供
達
の
た
め
に
と
魚
を
寄
附

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
苦
労
様

で
し
た
。
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
で
一
斉
に

親
子
が
歓
声
と
と
も
に
水
し
ぶ
き
を
上

げ
生
簀
の
な
か
へ
。

　
常
連
さ
ん
は
さ
す
が
、
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
い
っ
ぱ
い
に
。
最
後
に
漁
師

の
皆
さ
ん
が
投
網
漁
を
披
露
し
て
く
れ
、

取
っ
た
魚
を
子
供
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
前
の
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
た
事
と
思
い
ま
す
。


